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コバルトセンがアク リロニ トリJレの重合触媒能を有することを見い出した。生成ポ リマーは、低分
子盈 (600-900)で極度に枝分れしたアセトン可溶物である。

































n + 2 HR 2 
R =CCI3， CH2CN1 C三 CPh，etc. 
。〈E
⑨ 
酸素付加体(II)は、 α ジーケトン、 Oーキノン類の炭素ー炭素結合を低温で酸化開裂する試薬としても有
効であることが明らかになった。














体[1 J、[( C5H5) 2COJ 202' に変化し、これにアクリルニトリルが作用すると触媒不活性な錯体に
変化するためであることを明らかにした。更に前記酸素錯体[1 ]は2分子のコバルトセンの環をペル
オキシドで架橋した新しい型の錯体であることを見出した。
更に、活性水素をもっ種々の有機化合物 (RH)と錯体[1 ]との反応で好収率に (π-C5H5)Co (C5H5 
-R)が生成することが見出され、また錯体[1 ]はα，βージケトンやオルトキノン類を低温度、好収率
にカルボン酸に酸化開裂させる試薬としても用いられることを明らかにした。
上記の小島君の論文は、コバルトセンの重合触媒機能や反応性について多くの知見を明らかにした
もので、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める
-21-
